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第12回日韓・韓日合同学術会議

日韓文化交流会議

第2回日韓青少年交流ネットワークフォーラム

助成事業紹介

第二回アジア職人文化専門家会議

日韓で展開したアジアの匠の技
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今
秋
も
、
日
韓
の
国
境
に
最
も

近
い
島
･
対
馬
の
海
辺
で
、
日
韓

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
う
「
対
馬

ち
ん
ぐ
音
楽
祭
」
が
開
か
れ
た
。

今
年
で
四
回
目
。
例
年
ど
お
り
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
歌
に
始
ま

り
、
日
本
人
も
韓
国
人
も
歌
う
者

も
聴
く
者
も
入
り
乱
れ
て
の
無
礼

講
の
交
流
会
で
幕
を
閉
じ
た
。

ち
ん
ぐ
音
楽
祭
の
魅
力
は
、
島

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
手
作
り
の
運
営
が
醸

し
出
す
素
朴
で
温
か
な
空
気
だ
。
私
自
身
、
こ
の
音

楽
祭
に
は
初
回
か
ら
ず
っ
と
関
わ
っ
て
い
る
。
と
い

う
の
も
、
一
九
九
五
年
に
美
津
島
町
が
主
催
し
た
日
韓

交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し

た
私
の
、「
こ
こ
で
音
楽
祭
を
や
り
ま
し
ょ
う
」と
い
う

一
言
が
発
端
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
朝
鮮
通
信
使

の
最
初
の
上
陸
地
だ
っ
た
こ
の
島
に
、
現
代
の
音
楽
通

信
使
を
迎
え
よ
う
。
そ
ん
な
話
を
し
た
記
憶
が
あ
る
。

そ
の
一
言
を
受
け
た
対
馬
側
に
は
対
馬
側
の「
思
惑
」

が
あ
っ
た
。
日
韓
交
流
事
業
を
島
の
活
性
化
へ
と
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
だ
。
私
に
も
「
思
惑
」
は
あ
る
。
目
指
す

は
「
交
流
」よ
り
も「
創
造
」。音
楽
を
導
き
手
に
す
べ
て

の
参
加
者
が
、
日
本
国
の
文
化
を
背
負
っ
た
日
本
人
と

い
う
枠
、
韓
国
の
文
化
を
背
負
っ
た
韓
国
人
と
い
う
枠

か
ら
飛
び
出
し
、
対
馬
と
い
う
場
所
を
結
び
目
に
国
境

を
横
断
す
る
新
し
い
人
間
関
係
、
新
し
い
文
化
の
母
胎

と
な
る
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
作
れ
る
な
ら
、
国
境

線
に
縛
ら
れ
た
私
た
ち
の
人
間
観
、
文
化
観
を
わ
ず

か
で
も
解
き
放
て
る
な
ら
、
と
思
っ
て
い
た
。

こ
う
し
て
二
つ
の「
思
惑
」が
手
を
結
ん
で
、暗
中
模

索
の
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
う
ち
に
は
や
四
年
。
対

馬
の
人
々
に
、〝
代
理
店
に
発
注
せ
ず
と
も
音
楽
祭
は

で
き
る
、
い
や
自
分
た
ち
の
手
で
創
ら
な
い
の
な
ら
意

味
は
な
い
〞
と
い
う
創
り
手
意
識
が
芽
生
え
始
め
た
。

〝
普
通
の
人
間
で
あ
る
自
分
た
ち
で
も
、
日
韓
間
に
文

化
交
流
と
新
し
い
文
化
創
造
の
場
を
作
る
こ
と
が
で

日
韓
文
化
交
流
基
金
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
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き
る
〞
と
い
う
、自
己
の
力
の
発
見
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
情
報
や
文
化
と

は
中
央
で
作
ら
れ
る
も
の
、
日
本
国

の
辺
境
に
生
き
る
我
ら
は
そ
の
受
け

手
で
し
か
あ
り
え
な
い
と
い
う
固
定

観
念
か
ら
解
放
さ
れ
て
ゆ
く
プ
ロ
セ

ス
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
創
り
手
た
ち
の
志
と
意
気
に

応
え
て
、「
ち
ん
ぐ
音
楽
祭
」初
回
か

ら
毎
回
参
加
の
小
室
等
氏
と
カ
ン
・

サ
ネ
氏
を
中
心
に
、
ち
ん
ぐ
音
楽
祭
に
共
鳴
す
る
日

韓
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
毎
年
対
馬
に
や
っ
て
来

て
は
新
し
い
人
間
関
係
を
結
ん
で
き
た
。今
年
は
遂
に
、

そ
の
果
実
と
し
て
、日
韓
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
共
作
共
演

の「
ち
ん
ぐ
の
歌
」が
誕
生
。「
俺
た
ち
を
狭
い
世
界
に

押
し
込
め
る
枠
な
ど
、
笑
い
倒
し
て
や
れ
！
」と
、鋭
い

諷
刺
を
笑
い
で
包
ん
だ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
本
領
と

す
る
韓
国
の〝
フ
ァ
ン
シ
ネ
バ
ン
ド
〞の
コ
ミ
カ
ル
で

パ
ワ
フ
ル
な
演
奏
に
、歩
き
始
め
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊

か
ら
老
人
ま
で
、誰
も
が
我
慢
で
き
ず
に
立
ち
上
が
っ

て
踊
り
だ
す
と
い
う
事
件（
！
）も
あ
っ
た
。

日
韓
間
で
は
今
、
韓
国
で
の
日
本
大
衆
文
化
開
放

を
機
に
文
化
ビ
ジ
ネ
ス
を
め
ぐ
る
話
が
盛
ん
に
行
き

交
い
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
に
向
け
て

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
も
い
る
。
こ
の
よ
う

な
華
や
ぎ
の
中
に
あ
っ
て
は
実
に
さ
さ
や
か
な
音
楽

祭
で
は
あ
る
。
が
、
ご
く
普
通
の
人
々
が
志
を
胸
に

愚
直
な
ほ
ど
に
地
道
に
取
り
組
む
そ
の
試
み
が
担
う

意
味
は
、
深
く
大
き
な
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

図書センター情報／ホームページ情報

一
九
六
一
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
法
学
部
卒

業
後
、
広
告
会
社
に
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し

て
勤
め
、
八
六
年
に
『
ご
く
普
通
の
在
日
韓

国
人
』
で
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
賞
を
受
賞
。
以
降
、
文
筆
活
動
に
入
る
。

主
な
著
書
に
『
ご
く
普
通
の
在
日
韓
国
人
』

『
日
韓
音
楽
ノ
ー
ト
』
な
ど
、
訳
書
に
『
遥

か
な
る
静
け
き
朝
の
国
』
が
あ
る
。

き
ょ
う
　
の
ぶ
こ

小さな音楽祭の
大きな志

巻頭エッセイ

姜信子
作家
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一
九
九
九
年
十
一
月
十
二
日
〜
十
四
日
の

間
、第
12
回
日
韓
・
韓
日
合
同
学
術
会
議
が
、

韓
国
江
原
道
洛
山
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル
に
て
、
日

本
側
八
名
、
韓
国
側
九
名
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

一
名
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
日
韓
・
韓
日
合
同
学
術
会
議
」
は

一
九
八
六
年
に
始
ま
り
、
定
期
的
に
学
術
の

集
い
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
十
一
回
に
わ
た

っ
て
両
国
の
学
者
・
研
究
者
に
よ
る
、
純
学

術
的
な
討
議
の
場
と
し
て
、
両
国
に
お
け
る

歴
史
的
理
解
を
共
有
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て

き
ま
し
た
。

一
九
九
九
年
十
一
月
十
二
日
〜
十
四
日
ま
で
、
第
12
回
日
韓
・
韓
日
合

同
学
術
会
議
が
、
韓
日
文
化
交
流
基
金
と
日
韓
文
化
交
流
基
金
の
共
催
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
（
韓
国
江
原
道
洛
山
）。
日
本
側
委
員
の
お
ひ
と
り
で
あ

る
松
本
健
一
先
生
に
、
会
議
の
ご
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
の
統
一
テ
ー
マ

は
、「
世
界
の
中
の
東
ア
ジ
ア

文
化
」
で
あ
り
、
第
一
セ
ッ
シ

ョ
ン
は
、「
韓
国
と
東
ア
ジ
ア

文
化
」。
論
文
発
表
は
、
陳
徳

奎
氏
「
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
文
化

と
近
代
性
と
の
遭
遇
に
つ
い
て

の
ひ
と
つ
の
序
説
」
と
、
川
村
湊
氏
「『
満

鮮
と
不
咸
』
―
崔
南
善
に
ふ
れ
て
―
」
で

し
た
。
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
日
本
と
東

ア
ジ
ア
文
化
」。
論
文
発
表
は
、
平
川

弘

氏
「
世
界
と
東
ア
ジ
ア
文
化
」
と
、
韓
敬
九

氏
「
プ
ロ
セ
ス
的
文
化
観
念
か
ら
見
た
日
本

と
東
ア
ジ
ア
」
で
し
た
。
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン

は
、「
韓
国
文
化
と
日
本
文
化
の
共
通
性
と

独
自
性
」。
論
文
発
表
は
、
池
明
観
氏
「
李

光
洙
と
日
本
―
ひ
と
つ
の
試
論
」
と
、
馬

越
徹
氏
「
学
校
文
化
の
日
韓
比
較
」
で
し
た
。

き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
る
素
材
と
テ
ー

マ
、
そ
し
て
活
発
な
討
論
の
結
果
を
、
こ
こ

で
簡
単
に
要
約
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
し
か
し
会
議
の
全
体
と
し
て
浮
上
し
て

き
た
こ
と
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
ま
と

め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

祐祗

―
東
ア
ジ
ア
と
い
う
概
念
も
近
代
の
産

物
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
日
韓
あ
る

い
は
中
国
に
お
い
て
近
代
化
の
過
程
が
そ
れ

ぞ
れ
に
異
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
東
ア
ジ

ア
と
い
う
概
念
の
内
容
も
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
に

異
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
文
化
を

国
民
国
家
（
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
）
が

統
括
し
た
の
が
近
代
と
い
う
過
程
で
あ
っ
て

み
れ
ば
、
そ
こ
に
は
当
然
日
韓
で
同
じ
テ
ー

マ
が
潜
在
し
、
又
今
後
の
共
通
の
課
題
が
問

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
歴

史
的
に
見
て
、
民
族
の
文
化
的
持
続
は
ど
の

よ
う
に
し
て
可
能
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
変
化

は
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
っ
た
か
。そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
は
文
化
を
国
家
単
位
で
考
え
る
呪

縛
か
ら
我
々
は
抜
け
出
し
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
、
と
い
う
現
在
的
な
要
請
で
あ
る
。

―
そ
の
結
果
、
国
民
国
家
を
超
え
る
と

ま
で
は
い
わ
な
い
が
、
近
代
の
国
民
国
家
の

性
格
を
変
え
て
ゆ
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
は
必

要
で
は
な
い
か
。
そ
の
上
で
、
い
わ
ば
「
東

ア
ジ
ア
文
化
共
同
体
」
の
よ
う
な
も
の
が
可

能
で
あ
る
か
。
ま
た
東
ア
ジ
ア
の
文
化
と
西

洋
の
文
明
の
違
い
を
明
確
に
し
て
ゆ
く
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
議

論
は
白
熱
化
し
た
。

こ
う
い
っ
た
議
論
の
白
熱
化
は
、
過
去
十

年
あ
ま
り
の
合
同
学
術
会
議
の
蓄
積
が
あ
っ

て
、
は
じ
め
て
可
能
に
な
っ
た
も
の
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
会
議
の
あ
と
参
加
者
の
一
人

が
、
こ
ん
な
に
議
論
が
熱
中
し
て
行
わ
れ
な

が
ら
も
、
後
で
こ
れ
ほ
ど
に
爽
や
か
な
気
分

に
な
る
国
際
会
議
も
め
ず
ら
し
い
、
と
述
懐

し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

◆11/12
韓日文化交流基金理事長主催歓迎レセプション

◆11/13
開会式　開会挨拶：李相禹（韓日文化交流基金　理事長）

祝　辞：熊谷直博（日韓文化交流基金　理事長）

第１会議「韓国と東アジア文化」
司会：衞藤瀋吉（東洋英和女学院　院長）
発表：陳徳奎（梨花女子大学校政治外交学科　教授）

川村湊（法政大学国際文化部　教授）
討論：田代安見子（文藝春秋『諸君！』編集部）

姜正仁（西江大学校政治外交学科　教授）

第２会議「日本と東アジア文化」
司会：松本健一（麗澤大学国際経済学部　教授）
発表：平川 弘（福岡女学院大学人文学部　教授）

韓敬九（江原大学校人類学科　副教授）
討論：權肅寅（ソウル大学校比較文化研究所　常勤研究員）

衞藤瀋吉

第３会議「韓国文化と日本文化の共通性と独自性」
司会：金容徳（ソウル大学校東洋史学科　教授）
発表：池明観（ 林大学校日本学研究所　所長）

馬越徹（名古屋大学教育学部　教授）
討論：大村益夫（早稲田大学語学教育研究所　教授）

徐淵昊（高麗大学校国文学科　教授）

総合討論・閉会　司会：高柄翊（文化財委員会　委員長）

◆11/14
雪岳山視察

翊翰

祐祗

合同学術会議の模様（11月13日）

麗澤大学国際経済学部教授 松本健一

●開催日程　平成11年11月12日（金）～11月14日（日）
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こ
の
「
日
韓
文
化
交
流
会
議
」
は
、
九
八
年
十
月

の
金
大
中
大
統
領
の
訪
日
の
際
に
、
金
大
統
領
よ
り

提
案
さ
れ
、
昨
年
三
月
の
小
渕
総
理
訪
韓
時
の
日
韓

首
脳
会
談
に
お
い
て
そ
の
設
置
が
合
意
さ
れ
た
も
の

で
す
。

こ
の
日
の
会
議
に
は
、
日
韓
双
方
よ
り
文
化
芸
術

分
野
の
有
識
者
二
十
名
が
参
加
し
、
二
〇
〇
二
年
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
同
開
催
を
契
機
に
盛
り
上
が
り
つ

つ
あ
る
両
国
の
文
化
交
流
の
さ
ら
な
る
活
性
化
と
具

体
的
な
事
業
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
意
見
の
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

会
議
冒
頭
に
行
わ
れ
た
基
調
発
言
で
は
、
ま
ず
、

韓
国
側
の
池
明
観
（
チ
・
ミ
ョ
ン
グ
ァ
ン
）
座
長

（

林
大
学
校
日
本
学
研
究
所
所
長
）
が
、
既
存
の
両

国
関
係
を
政
治
・
経
済
に
重
点
が
置
か
れ
、
真
の
国

民
レ
ベ
ル
で
の
相
互
理
解
が
欠
如
し
て
い
た
「
六
十

五
年
体
制
」、
そ
し
て
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
共
同
開

催
を
契
機
に
幕
を
開
け
る
国
民
レ
ベ
ル
の
文
化
交
流

の
時
代
を
「
二
〇
〇
二
年
体
制
」
と
定
義
し
、
大
会

に
向
け
て
地
域
レ
ベ
ル
で
、
日
韓
の
み
な
ら
ず
他
の

翊翰

日
本
と
韓
国
の
首
脳
の
取
り
決
め
で
、

日
韓
の
文
化
交
流
を
軌
道
に
の
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
し
か
し
文
化
と
権
力
と
は
な

じ
ま
な
い
。
そ
の
悪
し
き
先
例
は
日
本
の

朝
鮮
半
島
支
配
の
当
時
の
こ
と
を
考
え
れ

ば
明
瞭
で
あ
る
。

日
本
に
は
朝
鮮
半
島
の
文
化
を
破
壊
し

よ
う
と
い
う
意
図
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
日
本
文
化
を
政
治
権
力
に
よ
っ

て
浸
透
さ
せ
よ
う
と
す
る
営
為
は
、
結
果

的
に
は
朝
鮮
半
島
の
文
化
を
破
壊
す
る
こ

と
に
な
っ
た
し
、
そ
れ
が
彼
ら
が
深
い
恨

み
を
抱
く
結
果
に
な
っ
た
。
文
化
は
強
制

す
る
も
の
で
な
く
、
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
文
化
交
流
に
つ
い
て
は
、
政
府
主

導
で
は
な
く
、
民
間
の
有
志
の
委
員
会
が
、

そ
の
方
途
を
探
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
今
度
の
両
国
の
委
員
会
が

作
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
政
府

と
は
無
関
係
と
は
い
え
な
い
が
、
政
府
の

昨
年
の
九
月
二
十
二
日
（
水
）、
ソ
ウ
ル
の
新
羅
ホ
テ
ル
に
て
、

日
韓
文
化
交
流
会
議
第
１
回
全
体
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
の
模
様
を
紹
介
し
、
ま
た
、
三
浦
朱
門
日
本
側
座
長
に

こ
の
会
議
に
関
す
る
所
感
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会議の模様

ア
ジ
ア
諸
国
の
参
加
を
も
含
め
た
文
化
交
流
事
業
が

推
進
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
述
べ
ま
し
た
。

一
方
、
日
本
側
の
基
調
発
言
者
で
あ
る
平
山
郁
夫

副
座
長
は
、
北
朝
鮮
に
あ
る
高
句
麗
古
墳
群
の
ユ
ネ

ス
コ
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
の
た
め
に
日
韓
文
化

交
流
会
議
が
尽
力
す
る
こ
と
を
訴
え
、
ま
た
具
体
的

な
交
流
事
業
と
し
て
、
両
国
の
国
立
博
物
館
に
よ
る

文
化
財
の
共
同
展
示
会
、
朝
鮮
通
信
使
関
連
事
業
の

日韓文化交流会議日本側座長

三浦朱門
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●日本側メンバー（委員は五十音順）

座　長　三浦朱門　　作家

副座長　平山郁夫　　画家

副座長　小此木政夫　慶應義塾大教授

委　員　饗庭孝典　　杏林大客員教授

委　員　千　宗室　　裏千家家元

委　員　田中優子　　法政大教授

委　員　芳賀　徹　　京都造形芸術大学長

委　員　広中平祐　　山口大学長

委　員　松尾修吾　　財団法人音楽産業文化振興財団理事長

委　員　黛　まどか　俳人

委　員　水谷幸正　　浄土宗総合研究所所長

事務局長 熊谷直博　　日韓文化交流基金理事長

●韓国側メンバー（委員は 順）

座　長　池明観　 林大日本学研究所所長

副座長　金容雲　漢陽大名誉教授

副座長　崔相龍　高麗大教授

委　員　姜萬吉　高麗大名誉教授

委　員　高　銀　詩人

委　員　柳　鈞　韓国放送公社解説主幹

委　員　朴性垠　梨花女子大大学院教授

委　員　李成千　作曲家

委　員　李清俊　順川大客員教授

委　員　林英雄　劇団「サヌリム」代表

委　員　張明秀　韓国日報社長

事務局長 徐淵昊　高麗大教授

翊翰

会議後の共同記者会見

推
進
な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

午
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
自
由
討
論
が
行
わ
れ
、

各
参
加
委
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の
立
場
に

立
っ
た
幅
広
い
分
野
に
わ
た
る
意
見
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
昼
食
時
に
は
、
両
国
の
メ
ン
バ
ー
が
青
瓦

台
（
大
統
領
官
邸
）
に
金
大
中
大
統
領
を
表
敬
訪
問

し
、
同
大
統
領
主
催
の
昼
食
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
席
で
金
大
中
大
統
領
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

共
同
開
催
が
「
神
の
啓
示
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
文
化
に
基
づ
い
た
新
た
な
日
韓
関
係
の
土
台

を
築
い
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
、
日
韓
文
化

交
流
会
議
に
大
き
な
期
待
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
会
議
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
は
、
両
国

政
府
に
報
告
さ
れ
、
今
後
の
文
化
交
流
事
業
推
進
の

上
で
大
き
な
道
標
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
両
国
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
三
名
（
座

長
一
名
、
副
座
長
二
名
）
か
ら
な
る
合
同
運
営
委
員

会
が
随
時
開
催
さ
れ
、
詳
細
な
部
分
に
つ
い
て
の
協

議
が
行
わ
れ
た
後
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
第
２
回
全
体

会
議
が
日
本
で
開
か
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆日韓文化交流会議メンバー

束
縛
は
受
け
な
い
。
委
員
会
は
話
し
合
い

の
結
果
、
合
意
に
達
し
た
事
項
を
、
政
府

や
民
間
に
提
案
を
す
る
こ
と
は
で
き
て

も
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
力
を

も
た
な
い
し
、持
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

い
や
、
政
治
力
だ
け
で
は
な
く
、
経
済

界
の
力
を
頼
っ
て
も
い
け
な
い
も
の
で
あ

ろ
う
。
た
と
え
ば
一
つ
の
企
画
に
つ
い
て
、

日
本
の
財
界
の
援
助
を
受
け
た
と
し
よ

う
。
企
業
は
本
質
的
に
営
利
団
体
で
あ
る

か
ら
、
韓
国
と
の
交
流
に
役
立
つ
企
画
を

援
助
し
よ
う
と
す
る
企
業
や
業
界
と
い
う

の
は
、
韓
国
に
経
済
的
利
害
を
持
つ
組
織

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
日
本
の
経
済
力
を
背

景
に
す
る
と
、
韓
国
側
か
ら
は
日
本
の
経

済
進
出
、
と
批
判
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

政
治
も
経
済
も
ダ
メ
と
な
る
と
、
文
化

交
流
を
目
的
と
す
る
わ
れ
わ
れ
の
委
員
会

は
、
現
実
に
は
実
行
力
を
持
た
な
い
こ
と

に
な
っ
て
、
要
す
る
に
閑
人
の
遊
び
に
し

か
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
そ
う

は
思
っ
て
い
な
い
。
日
韓
の
文
化
に
つ
い

て
は
交
流
が
実
施
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
い

は
実
施
さ
れ
か
か
っ
て
い
な
が
ら
、
両
国

民
が
そ
れ
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
な
い
か
、

気
が
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。

そ
れ
を
政
府
や
民
間
に
提
案
す
る
こ
と
で
、

植
民
地
支
配
の
陰
謀
だ
と
か
、
経
済
侵
略

だ
、
な
ど
と
言
わ
れ
な
い
形
で
、
様
々
の

計
画
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
だ
、
と
私

は
信
じ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
両
国
民
は
、
互
い
の
文
化

が
伝
統
的
に
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
に

薄
々
気
付
い
て
い
る
。
一
方
は
そ
れ
は
自

分
が
教
え
て
や
っ
た
の
だ
と
主
張
し
て
き

た
し
、
一
方
は
い
や
た
ま
た
ま
そ
れ
が
朝

鮮
半
島
を
経
由
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
、
そ

の
役
割
を
過
小
に
評
価
し
よ
う
と
す
る
。

両
者
を
一
堂
に
並
べ
て
み
る
と
、
日
本

に
は
朝
鮮
半
島
か
ら
学
ん
だ
部
分
も
あ

り
、
朝
鮮
半
島
は
通
路
の
役
割
を
果
た
し

た
物
も
あ
り
、
日
本
が
独
自
に
開
発
し
た

分
野
も
あ
る
こ
と
に
、
人
々
は
気
付
く
で

あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
そ
の
よ
う
な
場
を
作

る
こ
と
を
提
案
す
れ
ば
、
政
治
的
陰
謀
の

経
済
侵
略
の
と
言
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
海

峡
を
隔
て
た
両
国
民
の
相
互
理
解
の
き
っ

か
け
を
作
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

作家。1926年生まれ。東京大学文学部言語学
科卒業。日本大学芸術学部教授を経て、67年
『箱庭』により新潮文学賞受賞。85年に文化
庁長官就任（～86年）。87年に恩賜賞・日本
芸術院賞受賞。著書に『冥府山水図』『若葉学
習塾』『ささやかな不仕合わせ』『日本人の心
と家』ほか多数。

みうら　しゅもん
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十
月
二
十
九
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
、

韓
国
の
ソ
ウ
ル
と
江
原
道
平
昌
で
、
第
２

回
日
韓
青
少
年
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
主
催
＝
日
韓
文
化
交
流
基
金
、

国
際
文
化
交
流
推
進
協
会
、
大
阪
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
、
韓
国
国
際
交
流
財
団
、
韓

国
青
少
年
団
体
協
議
会
、
国
際
教
育
振
興

院
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
両
国
の
青
少
年

と
青
少
年
指
導
者
が
一
堂
に
会
し
、
よ
り

広
が
り
を
持
っ
た
交
流
を
生
み
出
し
て
い

く
た
め
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
一
九
九
七
年
一
月
の
日
韓
首
脳

会
談
で
の
合
意
を
受
け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
第
１
回
は
、
同
年
五
月
に
大
阪
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
回
目
と
な
る
今
回
は
、「
新
し
い
千

年
の
日
韓
青
少
年
交
流：

そ
の
方
向
と
実

践
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
、「
大
学
生
」（
日

韓
両
国
間
ま
た
は
多
国
間
の
国
際
交
流
活

動
に
参
加
し
て
い
る
学
部
学
生
お
よ
び
大

学
院
生
）、「
高
校
教
員
」（
日
韓
両
国
間

ま
た
は
国
際
的
な
学
生
交
流
活
動
を
担
当

す
る
現
職
の
高
校
教
師
）、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」

（
国
際
交
流
団
体
・
市
民
団
体
で
青
少
年

交
流
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
実
務
担
当
者

ま
た
は
青
少
年
関
連
市
民
団
体
の
指
導

者
）
の
三
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
日
韓

両
国
か
ら
約
百
人
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し

ま
し
た
。
開
会
式
お
よ
び
全
体
会
議
は
ソ

ウ
ル
北
郊
の
ア
カ
デ
ミ
ー
ハ
ウ
ス
で
、
分

科
会
別
の
会
合
は
、
ソ
ウ
ル
か
ら
車
で
約

二
時
間
半
の
距
離
に
あ
る
江
原
道
平
昌
の

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
開
か
れ

ま
し
た
が
、
会
場
は
い
ず
れ
も
山
間
に
位

置
し
て
お
り
、
紅
葉
に
包
ま
れ
た
素
晴
ら
し

い
環
境
の
中
で
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
最
初
に
行
わ
れ
た
全
体
会
議
で

は
、
元
文
化
部
長
官
で
『
縮
み
志
向
の
日

本
人
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
李
御
寧

（
イ
・
オ
リ
ョ
ン
）
梨
花
女
子
大
学
客
員

教
授
が
基
調
講
演
を
行
い
、
二
十
一
世
紀

を
目
前
に
控
え
た
時
点
で
、
未
来
を
担
う

日
韓
の
青
少
年
が
新
世
紀
に
お
け
る
交
流

の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
の
意

義
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て

行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
今
後
の
日
韓
交
流
に
は
、「
未
来
志

向
的
か
つ
長
期
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要

で
あ
る
」
な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
い
熱

の
こ
も
っ
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
舞
台
を
江
原
道
に
移
し
て
行

わ
れ
た
分
科
会
議
で
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
最

終
日
に
発
表
さ
れ
る
共
同
発
表
文
の
文
案

を
ま
と
め
る
た
め
、
熱
心
な
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
予
定
さ
れ
て
い
た
会
議
時
間

だ
け
で
は
足
り
ず
、
夕
食
後
、
深
夜
に
か

け
て
ま
で
討
論
を
続
け
る
分
科
会
も
あ

り
、
特
に
各
分
科
会
の
代
表
・
記
録
者
の

方
々
は
、
ほ
と
ん
ど
夜
を
徹
し
て
意
見
を

交
換
す
る
日
が
続
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
真
摯
な
話
し
合
い
の
結
果
、

最
終
日
の
全
体
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

交
流
の
殻
を
破
る
新
た
な
交
流
の
あ
り
方

を
盛
り
込
ん
だ
「
共
同
発
表
文
」
お
よ
び

「
分
科
会
別
報
告
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
全
体
会
議
で

の
基
調
講
演
お
よ
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
分
科
会
で
の
討
論
な
ど
で
、
今
後

の
日
韓
間
交
流
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

受
動
的
で
型
に
は
ま
っ
た
交
流
か
ら
脱
皮

し
、
両
国
関
係
の
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
を

土
台
と
し
た
、
能
動
的
か
つ
創
意
的
な
交

全体会議　パネルディスカッション（10月30日）

分科会での討論（10月31日）

親善の夜　カラオケ大会で盛り上がりました（11月１日）
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第２回日韓青少年交流ネットワークフォ

ーラムが、1999年10月29日から11月3日ま

で、韓国のソウルと江原道平昌で開催され

た。日韓両国の大学生、高校教師および民

間団体（NPO）の実務者が参加した今回の

フォーラムは、ニューミレニアムを迎え、

日韓青少年交流が進むべき方向とその具体

的な実践と方法を探ることを目的とした。

参加者は、日韓両国が21世紀の新たなパ

ートナーシップを構築していく上で相手に

対する尊重と理解が先立たなければならな

いという点で認識をともにし、正しい歴史

認識を涵養するための努力を引き続き傾け

ながら、多角的（マルチパラダイム）な視

点から未来志向的な交流と協力を拡大して

いくことにした。また、寛容と和解、協働

と分かち合いの精神に立脚して地球社会共

通の問題解決に対する関心をより一層高

め、全人類の共同繁栄と発展に寄与するた

め、共に努力することにした。

大学生分科会では、これまでの受動的で

型にはまった交流から脱皮し、能動的かつ

創意的な交流に変化していかねばならない

という点を確認した。そのことの実現に向

けて、青少年自身の自発的な努力と共に、

社会的な条件の造成が必要であることを強

調して、次の通り実践課題と方法を示した。

１．日々増加しつつある留学生及び交換学

生を通じた青少年交流の充実

２．インターネット及びマスコミを通じた

情報交流の量的拡大及び質的な改善

３．2002年ワールドカップの共同開催を契

機としたボランティア間の交流及び協力

高校教師分科会は、21世紀の地球社会を

担い、平和文化の創造に貢献する日韓両国

の青少年の出会いと教育の重要性を認識

流
に
変
化
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

う
点
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
共
同
発
表
文
、

分
科
会
報
告
に
も
そ
の
よ
う
な
方
向
性
が

反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
他
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
期
間
に
は
、
高

麗
時
代
に
創
建
さ
れ
た
寺
院
の
見
学
や
伝

統
芸
能
の
鑑
賞
、
窯
元
で
の
陶
磁
器
制
作

の
実
習
、
雪
降
る
中
で
の
登
山
な
ど
、
韓

国
の
文
化
に
直
接
触
れ
る
機
会
が
設
け
ら

れ
、
参
加
者
の
印
象
を
深
く
し
て
い
た
よ

う
で
す
。
ま
た
公
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
親
善

パ
ー
テ
ィ
ー
や
、
自
由
時
間
を
利
用
し
て

の
両
国
の
参
加
者
同
士
の
交
流
も
大
変
盛

り
上
が
り
、
互
い
に
今
後
の
交
流
活
動
の

推
進
を
確
認
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。

第
２
回
　
日
韓
青
少
年
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
共
同
発
表
文

し、双方の制度化された認識の壁を克服す

るため、両国の青少年及び教師間の交流に

対し、次のような事項が実践されるよう努

力することとした。

１．人間的な心のつながりを可能にする多

様で豊かな出会いの場を構築する。

２．国際化、情報化の時代を迎え、メディ

アやサイバー空間での出会いを通じて、

効率的な交流の機会を拡大する。

３．他文化理解のための教材及び授業方法

等を開発・交換する。

NPO分科会は、国際化時代の地域活性化

と人材育成という２つの側面から話し合っ

た結果、新たな日韓関係のパラダイムの設

定と青少年交流の望ましい方向と確立のた

め、重要な課題として次の通り具体的な方

策を提示することにした。

１．両国のNPO団体間の情報網の整備及び

定期的会合のための連携体制の構築

２．両国のNPO間におけるインターシップ

プログラムの創設と活性化のための国際

交流支援機関による協力

３．韓国における国際交流員制度の創設と

その促進のための両国政府の支援人及び

在韓日本人等の社会的資源としての人材

の発掘と活用

４．両国の国際交流の現状とニーズに対す

る共同の調査・分析

1999年11月3日

参加者一同　　

学生分科会の代表が、共同発表文を発表しました
（11月３日）
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過
去
五
十
年
に
わ
た
り
、
日
本
は
も
と
よ
り
ア

ジ
ア
全
域
を
歩
き
、建
造
物
か
ら
衣
服
や
飲
食
器
、

信
仰
、
学
び
、
芸
能
、
遊
び
や
生
産
の
場
で
用
い

る
〝
も
の
〞
に
い
た
る
ま
で
、
優
れ
た
匠
の
温
か

み
あ
る
手
仕
事
を
た
ず
ね
て
き
た
。
忠
実
な
仕

事
ぶ
り
は
す
ば
ら
し
い
の
一
言
に
つ
き
る
。
今
日

「
世
界
の
文
化
遺
産
」
と
讃
え
ら
れ
る
〝
も
の
〞

の
す
べ
て
は
、地
域
の
偉
大
な
歴
史
を
組
み
立
て
、

民
族
の
暮
ら
し
や
心
の
支
え
と
し
て
の
証
の
数
々

で
あ
る
。
そ
れ
を
造
り
つ
づ
け
た
人
こ
そ
す
ぐ
れ

た
職
人
（
匠
）
で
あ
る
。
便
利
さ
と
豊
か
さ
だ
け

を
も
と
め
た
〝
近
代
化
〞
が
す
す
む
中
で
、
社
会

を
混
乱
と
恐
怖
に
陥
れ
て
い
る
、「
手
抜
き
工
事
」

が
今
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
私
た
ち
に
襲
い
か

か
り
つ
つ
あ
る
。
か
つ
て
「
職
人
気
質
」
と
い
わ

れ
て
人
々
か
ら
信
頼
さ
れ
て
き
た
、
職
人
た
ち
の

仕
事
ぶ
り
や
心
意
気
こ
そ
現
代
産
業
が
学
ぶ
べ

き
点
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
彼
ら
の
仕
事
を
通
し
て

「
民
族
の
造
形
感
覚
」
の
本
質
を
確
認
し
、
そ
の

保
護
と
後
継
者
の
育
成
な
ど
、
ア
ジ
ア
の
人
々
と

と
も
に
考
え
か
つ
行
動
し
よ
う
と
、
一
九
九
八
年

『
ア
ジ
ア
職
人
文
化
専
門
家
会
議
』
を
創
設
し
た
。

従
来
の
こ
の
種
の
会
議
は
と
か
く
行
政
官
と

学
者
に
偏
り
が
ち
だ
が
、
私
は
主
役
で
あ
る
べ
き

職
人
の
参
加
を
よ
り
重
要
視
し
た
。
ま
ず
漢
字

文
化
圏
の
日
本
、
韓
国
、
中
国
、
台
湾
か
ら
職
人

と
研
究
者
を
東
京
に
招
い
て
開
い
た
。
政
治
と

文
化
と
を
切
り
離
し
た
本
会
議
の
姿
勢
に
対
す

る
参
加
者
か
ら
の
評
価
も
大
き
か
っ
た
。
第
二
回

会
議
の
準
備
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
昨
年
の
韓
国
代

表
を
つ
と
め
た
金
英
淑
先
生
（
東
洋
服
飾
研
究
院

院
長
・
文
化
財
委
員
）
よ
り
韓
国
で
も
開
き
た
い

と
の
強
い
要
望
で
、
ソ
ウ
ル
大
会
が
実
現
し
た
。

本
年
は
日
本
（
岐
阜
県
東
濃
の
木
匠
）、
ミ
ャ
ン

マ
ー
（
パ
ガ
ン
の
籃
胎
漆
器
）、
ネ
パ
ー
ル
（
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
の
紙
塑
仮
面
）、
イ
ラ
ン
（
絨
毯
）
の
代

表
を
招
い
た
。
十
月
二
十
、
二
十
一
日
は
東
京
都

写
真
美
術
館
で
二
十
五
、
二
十
六
日
に
は
ソ
ウ
ル

の
韓
国
文
化
財
保
護
財
団
講
堂
で
開
催
し
た
。
韓

国
は
独
立
以
来
伝
統
の
手
仕
事
の
保
存
や
後
継
者

の
育
成
に
大
き
な
関
心
を
よ
せ
、
重
要
無
形
文
化

財
（
人
間
国
宝
）
指
定
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
き

た
。
ま
ず
林
永
周
韓
国
民
学
会
会
長
は
「
韓
国

の
匠
人
文
化
」
に
つ
い
て
、
歴
史
的
背
景
や
各
時

代
の
職
人
制
度
の
特
色
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
。

会
場
の
ロ
ビ
ー
に
は
、
各
国
の
民
族
造
形
が
展

示
さ
れ
、
日
本
の
木
材
の
伐
採
法
、
伊
勢
神
宮

の
ご
遷
宮
の
ご
用
材
の
切
り
だ
し
か
ら
、
檜
の
家

と
学
校
や
家
具
造
り
が
写
真
で
紹
介
さ
れ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
仏
前
に
供
え
る
籃
胎
漆
器
の
大
形

食
籠
（
ソ
ン
・
オ
ッ
ク
＝
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
）。

ネ
パ
ー
ル
か
ら
は
、
ネ
ワ
ー
ル
族
の
精
神
的
な

支
え
で
あ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
象
徴
十
三
神
の

多
彩
に
し
て
呪
力
を
も
つ
紙
塑
仮
面
。
イ
ラ
ン
は

絹
の
絨
毯
に
加
え
、
少
数
民
族
の
キ
リ
ム
と
よ

ぶ
綴
れ
織
り
の
敷
物
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

韓
国
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
に
対
比
す
る
形

で
発
表
が
行
わ
れ
、
伝
統
芸
能
の
河
回
仮
面
造
り

の
金
完
培
（
キ
ム
・
ワ
ン
べ
）
氏
は
、
韓
国
の
仮

面
（
タ
ル
）
は
四
百
種
ほ
ど
あ
り
、
信
仰
と
芸

能
に
分
か
れ
る
と
述
べ
、
そ
の
実
例
と
造
形
技
法

を
紹
介
し
た
。
螺
鈿
漆
器
の
李
亨
満
（
イ
・
ヒ

ョ
ン
マ
ン
）
氏
（
重
要
無
形
文
化
財
一
〇
号
）

は
鮑
や
青
貝
を
用
い
て
の
造
形
技
法
や
、
深
い
輝

き
を
も
つ
作
品
を
披
露
し
た
。
さ
ら
に
朝
鮮
王
朝

後
期
の
絨
毯
が
は
じ
め
て
公
開
さ
れ
、
金
芝
希

（
キ
ム
・
ジ
ヒ
）、
朴
允
美
（
パ
ク
・
ユ
ン
ミ
）
教

授
ら
が
染
織
法
を
述
べ
た
。
ソ
ウ
ル
大
会
で
は
上

記
の
テ
ー
マ
別
に
各
国
代
表
と
韓
国
の
専
門
家
が

相
互
に
発
表
し
あ
い
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ

た
。
ア
ジ
ア
五
カ
国
の
匠
人
が
そ
ろ
っ
た
こ
と
に

関
心
が
高
ま
り
、
職
人
や
大
学
や
文
化
財
関
係
者

ら
の
参
加
が
多
く
、
会
議
用
の
出
版
物
は
二
週
間

で
売
り
切
れ
た
と
の
報
告
を
う
け
た
。

日
韓
で
展
開
し
た
ア
ジ
ア
の
匠
の
技

―
第
二
回
ア
ジ
ア
職
人
文
化
専
門
家
会
議
―

ア
ジ
ア
民
族
造
形
文
化
研
究
所
所
長

『
ア
ジ
ア
職
人
文
化
専
門
家
会
議
』
議
長

金
子
量
重

ソウルでの討論会。左から金完培(韓国)〈仮面〉、
ハリ・ラム・シレスタ(ネパール)〈紙塑仮面〉、
アリ・ソレマニエ・フィニ（イラン）〈絨毯〉、
金芝希（韓国）〈絨毯〉、朴允美（韓国）〈絨毯〉

展示風景

1925年生まれ。国学院大学文学部
史学科卒業。アジア民族造形文化
研究所所長。（財）アジア民族造形
館理事長。アジア民族造形学会会
長。中国・中央民族大学客員教授。
著書に『日本とアジア－生活と造
形』『芹澤 介全集』『和紙の造形』
『民族造形学序説』『アジアの民族
造形』など。

鉄畦読畦

かねこ　かずしげ

朝
鮮
王
朝
後
期
の
絨
毯
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私
は

好
き
で
あ
る
。
ラ
ー
メ
ン
、
そ
ば
、
う
ど
ん
、
き
し

め
ん
な
ど
何
で
も
食
べ
る
。
山
梨
の
大
学
に
赴
任
し
て
か
ら
は
、

名
物
の
ほ
う
と
う
の
と
り
こ
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
私
が
韓
国
に

行
っ
た
と
き
に
必
ず
食
べ
る
の
が
、
冷

で
あ
る
。

冷

は
、
私
の
韓
国
あ
る
い
は
さ
ら
に
歴
史
的
に
溯
っ
て
朝

鮮
王
朝
に
対
す
る
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
。
徳
川
体

制
と
い
う
、
幕
府
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
分
権
的
な
政
治
体
制

が
二
百
年
以
上
続
く
中
で
、
地
方
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
物

が
生
み
出
さ
れ
た
日
本
と
は
異
な
り
、
朝
鮮
で
は
儒
教
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
よ
る
中
央
集
権
型
の
支
配
が
長
期
に
わ
た
っ
て
確
立

さ
れ
、
文
化
的
な
同
質
性
が
き
わ
め
て
高
い
と
思
っ
て
い
た
。

だ
か
ら
、
ど
こ
で
食
べ
よ
う
が
冷

は
一
種
類
し
か
な
く
、
東

京
と
博
多
で
味
が
全
く
異
な
る
ラ
ー
メ
ン
の
よ
う
な
こ
と
は
な

い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
冷

は
違
っ
た
。
同
じ
ソ
ウ
ル
市
内
で
も
、
ロ
ッ
テ

麺麩

麺麩

麺麩

麺麩

麺麩

百
貨
店
の
食
堂
街
に
あ
る
冷

店
で
食
べ
る
の
と
、
冷

店
が

集
ま
る
中
部
市
場
近
く
の
五
壮
洞

オ
ジ
ャ
ン
ド
ン

で
食
べ
る
の
で
は
、
か
な
り

味
が
異
な
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
だ
。
前
者
が
平
壌
式
冷

で

あ
り
、
後
者
が
咸
興
式
冷

で
あ
る
と
知
っ
た
の
は
、
そ
れ
か

ら
間
も
な
く
の
こ
と
だ
っ
た
。

平
壌
も
咸
興
も
北
朝
鮮
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
）
の

都
市
で
あ
り
、
冷

が
も
と
は
米
作
に
適
さ
な
い
「
北
」
の
食

べ
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
二
種
類
の
冷

が
ど
の

よ
う
に
し
て
「
南
」
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、

私
が
韓
国
国
内
を
旅
行
し
た
限
り
、（
焼
肉
屋
で
出
る
冷

も

含
め
て
）
平
壌
式
の
方
が
断
然
多
い
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

一
般
に
平
壌
式
が
、
比
較
的
あ
っ
さ
り
し
た
ス
ー
プ
に
太

が
入
っ
た
「
水
冷

」
を
基
本
と
し
、
ス
ー
プ
を
残
し
て

だ

け
を
お
代
わ
り
で
き
る
「
サ
リ
」（
日
本
で
は
博
多
ラ
ー
メ
ン

の
「
替
え
玉
」
に
当
た
る
）
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
咸
興
式
は

ス
ー
プ
が
な
く
、
極
細
で
こ
し
の
強
い

に
唐
辛
子
み
そ
（
コ

チ
ュ
ジ
ャ
ン
）
を
ま
ぶ
し
て
食
べ
る
「
ピ
ビ
ン
冷

」
や
「
フ

ェ
（
さ
し
み
）
冷

」
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
「
水
冷

」
も
あ

り
、「
サ
リ
」
も
で
き
る
が
、
頼
め
ば
ス
ー
プ
の
入
っ
た
や
か

ん
を
も
っ
て
き
て
く
れ
る
の
で
、
自
由
に
か
け
ら
れ
る
と
こ
ろ

が
平
壌
式
と
違
っ
て
あ
り
が
た
い
。
こ
の
ス
ー
プ
は
、
平
壌
式

よ
り
も
こ
っ
て
り
し
て
い
て
コ
ク
が
あ
り
、
私
自
身
は
咸
興
式

の
方
を
好
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
中
国
の
北
京
に
行
く
機
会
が
あ
り
、
平
壌

式
、
咸
興
式
の
ほ
か
に
、
延
吉
式
と
呼
ば
れ
る
も
う
一
つ
の

冷

が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
延
吉
と
は
北
朝
鮮
と
の
国

境
に
近
い
中
国
の
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
に
あ
る
都
市
の
こ
と

で
、
北
京
市
内
の
冷

店
の
ほ
と
ん
ど
は
延
吉
式
と
い
っ
て
よ

い
。
も
ち
ろ
ん
食
べ
て
み
た
が
、
印
象
と
し
て
は
前
二
者
よ
り

は
む
し
ろ
後
で
触
れ
る
よ
う
な
日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
冷

に
麺麩

麺麩

麺麩

麺麩

麺麩

麺麩

麺麩

麺麩

麺麩

麺麩
麺麩

麺麩

麺麩

麺麩

麺麩
麺麩

麺麩

近
く
、
咸
興
式
よ
り
も
一
層
こ
っ
て
り
し
た
味
を
期
待
し
た
私

に
は
少
々
拍
子
抜
け
の
感
が
否
め
な
か
っ
た
。
お
ま
け
に
器
は

小
さ
め
で
、「
サ
リ
」
も
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
冷

と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
三
種
類

の
冷

が
朝
鮮
民
族
に
よ
り
作
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
い
や

冷

と
い
え
ば
、
こ
の
ほ
か
に
日
本
の
冷

を
外
す
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
例
え
ば
済
州
島
か
ら
の
移
住
者
が
多
か
っ
た
大
阪

の
鶴
橋
で
は
、
店
に
よ
っ
て
は
か
な
り
本
格
的
な
平
壌
式
や
咸

興
式
の
冷

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
が
こ
れ
は
あ
く
ま
で
例
外
で
あ
っ
て
、
た
い
て
い
の
焼
肉

店
で
出
て
く
る
冷

は
、「
本
場
」
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で

あ
る
。

は
一
般
に
太
く
て
ラ
ー
メ
ン
の
よ
う
に
黄
色
い
も
の

が
多
く
、
具
も
り
ん
ご
や
す
い
か
、
さ
く
ら
ん
ぼ
な
ど
、
本
来

な
じ
ま
な
い
果
物
が
い
ろ
い
ろ
と
入
っ
て
い
る
。「
本
場
」
の

味
に
慣
れ
て
し
ま
う
と
、
到
底
こ
れ
を
冷

と
は
呼
べ
な
く
な

る
。た

か
が
冷

と
思
う
こ
と
な
か
れ
。
そ
の
奥
義
を
極
め
る
の

は
ま
だ
ま
だ
容
易
で
は
な
い
。
願
わ
く
ば
、
い
つ
か
北
朝
鮮
に

行
き
、
平
壌
と
咸
興
で
正
真
正
銘
の
冷

に
あ
り
つ
け
る
日
が

来
ま
す
よ
う
に
…
…
。

麺麩

麺麩

麺麩

麺麩

麺麩

麺麩

麺麩

麺麩
麺麩

麺麩

文化エッセイ　第１回

冷 について麺麩�

原　武史
山梨学院大学助教授

は
ら
　
た
け
し

一
九
六
二
年
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
政
経
学
部

卒
業
、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科

博
士
課
程
中
退
。
国
会
図
書
館
職
員
、
日
本
経

済
新
聞
記
者
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
助

手
な
ど
を
経
て
九
七
年
か
ら
現
職
。
専
門
は
日

本
政
治
思
想
史
。
著
書
に
『
直
訴
と
王
権
』（
近

く
韓
国
語
版
刊
行
予
定
）、『〈
出
雲
〉
と
い
う
思

想
』『「
民
都
」
大
阪
対
「
帝
都
」
東
京
』
な
ど
。

ム
ル
レ
ン
ミ
ョ
ン

ネ
ン
ミ
ョ
ン
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来
年
度
上
半
期
実
施
事
業
（
四
〜
九
月
）

の
助
成
申
請
期
間
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
一

日
か
ら
二
月
一
日
ま
で
で
す
。
申
請
を
検
討

し
て
い
る
団
体
は
、
基
金
担
当
者
に
お
問
い

合
わ
せ
の
上
、
来
年
度
用
の
案
内
と
申
請

用
紙
を
入
手
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
案
内

と
申
請
用
紙
は
基
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

申
請
期
間
以
外
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

●

日
韓
文
化
交
流
基
金
事
業
報
告

10～12月

●
・訪日フェロー（1999年10月－2000年１月までの受入）

◆日韓学術文化青少年交流事業

研究者　　研究テーマ　　　　　　　　　　　　　　　　　受入機関　　　　　　　　　　　研究期間

李勉雨　　アジア的新政治経済体制の模索：　　　　　　　明治学院大学法学部　　　　　　99/10/1-2000/2/28

90年代後半日本と韓国の行政改革と

金融改革に対する事例比較研究　　

朴贊億　　韓国経済システムの比較制度分析　　　　　　　東京大学社会科学研究所　　　　99/12/17-2000/12/16

王泰雄　　日本大正文化の実と虚－白樺派文学を中心に－　大東文化大学大学院文学研究科　99/12/20-2000/12/19

陸根孝　　日本的管理システムの海外移転に関する研究　　横浜国立大学経営学部　　　　　2000/1/13-2000/12/19

平成12（2000）年度フェローシップ申請は、1999年10月末日をもって締め切りました。

計 男 女

釜山文化人訪日団 15 10 5 99/10/12-10/19

韓国大学生 20 14 6 99/10/26-11/4

訪日研修団（3）

韓国大学生 20 13 7 99/10/26-11/4

訪日研修団（4）

韓国国際教育関係者 20 15 5 99/11/2-11/9

訪日研修団

初等学校教員訪日 20 16 4 99/11/2-11/11

研修団

済州大学生 25 5 20 99/11/9-11/18

訪日研修団

韓国大学生 18 12 6 99/11/16-11/25

訪日研修団（5）

高等学校日本語教員 20 9 11 99/11/23-12/2

訪日研修団

●

10～12月
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●

●

こ
の
期
間
に
、
以
下
の
事
業
の
報
告
書
が

完
成
し
ま
し
た
。
基
金
図
書
セ
ン
タ
ー
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

・
日
韓
共
同
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
二
次
研
究

タ
ー
ム
　
東
京
総
会
報
告
書
（
一
九
九
九
年

九
月
十
八
日
実
施
）

・
日
韓
文
化
交
流
会
議
　
第
１
回
ソ
ウ
ル
会

議
報
告
書
（
一
九
九
九
年
九
月
二
十
二
日
実

施
）

・
第
12
回
日
韓
・
韓
日
合
同
学
術
会
議
「
世

界
の
中
の
東
ア
ジ
ア
文
化
」（
一
九
九
九
年

十
一
月
十
二
―
十
四
日
実
施
）（
写
真
）

韓国大学生訪日研修団
（10月26～11月４日）
生け花体験

韓国国際教育関係者訪
日研修団（11月２～
９日）日本の学校給食
を試食

日本大学生訪韓研修団（11月16～25日）
亜洲大学校での学生懇談会

計 男 女

佐賀県教員 19 16 3 99/10/5-10/14

訪韓団

山形県教員 19 13 6 99/10/12-10/21

訪韓団

日本大学生 20 9 11 99/11/2-11/11

訪韓研修団（1）

日本大学生 18 9 9 99/11/16-11/25

訪韓研修団（2）

日本大学生訪韓研修団
（11月16～25日）慶州見学



昨秋から基金ホームページサイト

では、基金事業と日韓交流・韓国理

解に意欲をもつ方を結ぶための情報

提供を行っています。

例を挙げると、基金では韓国大学

生訪日研修団の受け入れを行ってい

ますが、より多くの日本の大学生に

韓国の大学生との交流の機会をもっ

てもらうため、ホームページ上で学生交流会の開催を告知

し、電子メールで参加の受け付けをしています。

また、フェローシップ、助成事業についてのガイドライ

ンおよび申請書式は、ホームページからダウンロードした

ものを公式の申請書類として利用できるようにしました。

基金の概要や、図書センターの韓国語逐次刊行物リスト

などは韓国語でページの内容を見られるようになっていま

す。

基金サイトの情報を活用して、日韓交流や韓国理解のた

めに役立てて下さい。

図書センター情報 逐次刊行物の受け入れ状況－ニューズレター

基金ホームページＵＲＬ
http://www.asc-net.or.jp/jkcf
ホームページ E-mail:jkcf@asc-net.or.jp
図書センター E-mail:lib1jkcf@oak.ocn.ne.jp

●発行　　(財)日韓文化交流基金
〒105-0001 東京都港区虎ノ門５丁目12番１号

虎ノ門ワイコービル３Ｆ
電話　03-5472-4323 FAX 03-5472-4326

●発行日　2000年１月7日

基
金
サ
イ
ト
か
ら
日
韓
交
流
を

誌名

あけぼの通信

アジア研究所所報
アジアセンターニュース
アジアンあい
アリラン通信
韓国観光ニュース

高等学校韓国語教師研修会
世話人会だより　
国際文化フォーラム通信
セフルム
全朝教通信
ともに…
名護屋城博物館年報
日韓合同授業研究会会報
北東アジア文化通信
レインボーネット

木苺

京都版全朝教通信

虹のように

月刊ヘボジャ

発行

ハングル資料研究会

亜細亜大学アジア研究所
国際交流基金アジアセンター
アジアセンター21
文化センター・アリラン
韓国観光公社

高等学校韓国語教師研修会
世話人会
国際文化フォーラム
朝鮮奨学会
全国在日朝鮮人教育研究協議会
兵庫県在日外国人教育研究協議会
佐賀県立名護屋城博物館
日韓合同授業研究会
鳥取女子短期大学
レインボーネット

《多文化共生をめざす》在日韓国・
朝鮮人生徒の教育を考える会
全朝教京都

『虹のように』編集委員会

ヘボジャの会

刊行頻度

不定期

不定期
季刊
不定期
不定期
月刊

年2回

不定期
不定期
不定期
隔月刊
年刊
不定期
不定期
年3回

不定期

不定期

不定期

月刊
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